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本プロジェクトは申請時博士課程 3年であった矢作が、応募していた国立
天文台位置天文・天体力学研究系の研究員に採用されることを期待し申請さ
れたものである。しかしながら、矢作は位置天文天体力学研究系の研究員に
採用されなかったため、申請当初の研究計画からの変更を余儀なくされた。

まず行ったのは、流体コードの開発をするのではなく、準解析的銀河形成
モデルと組み合わせる為のN 体シミュレーションの実行である。この研究の
詳細については第 15回理論天文学懇談会シンポジウム「シミュレーション天
文学最前線 2002」集録の「νGC: The Numerical Galaxy Catalogue (矢作等、
グループ ID: myy26a、課題名:「広域探査シミュレーションで探る宇宙の質量
分布及び銀河分布」を参照して頂きたい。

また、実際に矢作が採用された天文学データ解析計算センターでの研究の
一環として、VPP5000とGRAPEを並列に用いて計算する自己重力流体コー
ド及び粒子- 流体混在重力系コードの流体部分のコード開発を行った。


